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Effects of warming on the temperature response
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の形を変える (Berry and Björkman 1980 など)。Yamori et al. (2014) はメタ解析によって、多くの
C3 植物の光合成の最適温度と生育温度との間に正の相関があることを示した。このような温度-
光合成曲線の変化は複数の要因によって起こり得ることが示されており、Farquhar et al. (1980) の
光合成生化学モデルを基にすると、(i) RuBP (リブロースビスリン酸) カルボキシル化能力 (Vcmax) 
の温度依存性の変化、(ii) RuBP 再生能力 (Jmax) の温度依存性の変化、(iii) Jmax と Vcmaxのバラン
スの変化、(iv) 葉内 CO2 濃度 (Ci) の変化、(v) Ci の温度依存性の変化のいずれかに帰することが
できる (Hikosaka et al. 2006)。 




きな役割を持つことが指摘されている。Bush et al. (2007) はたとえ高温環境でも日長の減少によ











北海道大学苫小牧研究林 (42°40′N, 141°36′E) に自生するコナラ成木の大枝の四方を 1.8m × 
1.8m × 1.8m のアクリル板で囲み (open top canopy chamber : OTCC)、OTCC 内部の気温を上昇させ
た (日中の平均葉温＋1.0℃)。2011 年と 2012 年の 6 月から 10 月にかけて月に一度、様々な CO2
































本研究では、北海道大学苫小牧研究林 (42°40′N, 141°36′E) を高緯度サイト、鳥取大学蒜山の森 




葉温＋1.3℃)。高緯度サイトでは 2011 年と 2012 年の 6 月から 10 月にかけて、低緯度サイトでは
2012 年と 2013 年の 6 月から 10 月にかけてそれぞれ月に一度、様々な CO2 濃度 (200, 400, 1000 
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